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第 1 章では、メタン資化性細菌による TCE 分解に関する既往研究から、①国内外の実証試験事例と課題、②TCE
共代謝分解の特徴、③共代謝分解のモデ、ル式の動向についてまとめている。



























要となるメタンおよび TCE 分解に関する最大分解速度定数、飽和定数、 TCE 分解容量、菌体の増殖収率、土壌/地下
水の分配係数および移動速度定数の各パラメータ値を整理している。
(2)一次元の移流・分散溶質移動モデ、ルを基に TCE の共代謝分解モデル式を構築し、密閉パイアル試験、土壌カラ
ムを用いたパッチカラム試験と連続通水試験に適用できることを示すとともに、地下水循環を行う場合にもこのモデ
ルが試験結果と良く整合することを示している。
(3)本研究で構築したモデ、ル式が、久留里市場における実証試験に対しても適用可能であることを示すとともに こ
のモデルを応用して、 TCE 分解能を有するメタン資化性細菌と有しないメタン資化性細菌が共存する場合の処理効果、
および実際の修復予測の計算例を示している。
以上のように、本論文は環境工学、特にバイオレメディエーション技術の発展に寄与するところが大きい。よって
本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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